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２０１４長崎がんばらんば国体「第６９回国民体育大会」トライアスロン公開競技 

競技規則・ローカルルール（2014 年 9 月 19 日現在） 

 
[１]【基本事項】 

１）長崎がんばらんば国体トライアスロン公開競技（以下「本大会」という）は、このローカル

ルールに従って競技を行うこと。 

２）競技に関し、ローカルルールにない事項については（公社）日本トライアスロン連合競技規   

則（以下「ＪＴＵ競技規則」という。）に従うこと。 

３）本大会は交通規制されたコースにおいて競技が行われるが、道路交通法等の国内法規を遵守

して競技を行うこと。 

４）競技内容について変更がある場合は、公式掲示板に掲示されるのでこれに従うこと。 

５）公式記録及びペナルティ、競技の変更については公式掲示板に掲示されたものが正式決定と

なる。これらに不服がある場合はＪＴＵ競技規則の規定に従って抗議を行うことができる。 

 

[２]【レースナンバー】 

１）レースナンバーは、ＪＴＵ加盟登録の都道府県順とする。 

２）レースナンバーは、スイム及びバイクでは着用しなくてもよい。ナンバーシールは、ヘルメ 

ット（正面と右側）とバイクサドルの下に貼付し、ランでは正面にレースナンバーを付ける 

こと。レースナンバーベルトの使用を認めるが、レースナンバーベルトが腰の位置より極端 

に下がらないよう注意しなければならない。レースナンバーベルトはしっかりしたものを使用 

し、ゴムひも等は推奨しない。 

３）レースナンバーの加工は禁止する。 

４）ボディシールは両上腕部外側（側面確認用）、両大腿部もしくは下腿部前面部（前面確認用） 

  の４ヵ所に貼付する。 

 

[３]【競技備品、レースウェア、ウェットスーツ、バイク、ヘルメットへのロゴ表記】 

１）競技者の所属する会社並びに所属するクラブ、学校名およびスポンサー名などを表記するこ

とを禁止する。 

２）製造者名またはブランド名のロゴのみ表記できる。ただしその範囲は以下とする。 

 a）レースウェア：上半身１ヵ所、下半身１ヵ所以内とし、その面積はそれぞれ１５㎠、高さ 

   ３cm 以下とする。 

b）ウェットスーツ：正面及び背面に表記できるものとしそれぞれ面積８０㎠以内とする。 

   上記の場所以外（腕、脚部分等）は認められない。 

  c）バイク：フレーム、ホイール、ペダル、ハンドルなど製造者の表記は認められる。但し、 

     事前検査で認められない場合もある。これら以外の表示がある場合はテープなどで隠すこ

と。 

 d）ヘルメット：前面１ヵ所に面積３０㎠以内、もしくは両サイドに２０㎠以内とする。 

 e）ランニングキャップ：２０㎠以内、高さ４cm 以内とする。 

＊製造者ロゴ自体がデザインとなっている場合も上記範囲を超えたものは使用できない。 

 特にレースウェアにおいて製造者ロゴがサイドに複数表記されているものや、両太もも前面に 

 大きく表記されているものは使用できない。 

３）レースウェアへの所属都道府県名の表記を行うこと。但しその表記方法ならびに範囲等 

  は以下とする。 

a） 場所：前面（必須）及び背面（推奨） 

b） 字体：漢字もしくはローマ字 

c） 大きさ：縦書・縦１５cm 以内×横１０cm 以内、横書・縦１０cm 以内×横１５cm 以下。 

４）レースウェアへの名前（姓）の表記を許可する。ただし、その表記方法ならびに範囲等は以 

下とする。 
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a） 場所：前面もしくは背面臀部のいずれか一方。 

b） 字体：ローマ字 

c） 大きさ：縦６cm×横１２～１５cm 

 

５）大会前日 １０月１２日（日）１４時００分～１５時４５分 福江文化会館にて行われる競

技者受付の際にレースウェア、ヘルメット等競技用具の確認、バイクの車検を受けること。 

  （公式メカニックは運営側で用意する。） ＜＊注３・４＞ 

６）主催者が指定したボディシールを指定箇所に貼付する。これ以外のものをボディに貼付し、 

  又は書き込むことを禁止する。 

７）スイムキャップは、支給されたものを着用すること。 

８）ユニフォームは、ワンピース形状を推奨し、前面部ジッパー禁止。 

 

[４]【記録計測について】 

１）ＩＣタグ内蔵のアンクルバンドを装着して(左右いずれかの足首に装着)競技すること。 

各計測地点でこれを用いて計測・記録する。フィニッシュの着順判定は、競技者の胴体の一 

部（頭、首、肩、腕足は含まれない。）がフィニッシュライン上に達した瞬間とする。 

２） アンクルバンドは、男女各スタートセレモニー直前に配付し、総合フィニッシュ後に係員が 

すぐに回収する。 

３） 途中棄権した競技者は近くのレースオフィシャル（審判員）にアンクルバンドを返却し、身

に付けたまま計測地点へ近づかないよう注意すること。 

 

[５]【トランジション】 

１）競技に関係ない持ち物、邪魔になるような大きな物（保冷バッグ等）の持ち込みは禁止する。 

２）バイクラックの位置は、スイムフィニッシュ側からバイクスタート側に向かって左右平行に

配置し、バイクスタート側に向かい右側を奇数、左側を偶数とし、スイムフィニッシュ側に

向かいレースナンバー順に昇順に配置する。 

３）スイムで使用後のゴーグル・キャップ・ウェットスーツは、指定のボックスに入れること。 

バイクで使用後のヘルメットもボックスに入れること。ランシューズ、ランニングキャップ

等、次の競技のための用具は指定のボックスに入れておかなくてもよい。 

４）ボックスからの用具の逸脱、乗降車ライン、ストラップなど、トランジションの違反につい

てはペナルティボックスで１５秒の競技停止を科す。 

 

[６]【スイム】 

１）コースは、１周５００ｍのコースを半時計回りに３周回する。毎周回終了後ポーンツーンに 

  上り再度ダイブを行い次周回にはいる。 

２）ウェットスーツの着用基準はＪＴＵ競技規則第５９条（１）日本選手権及びジャパンカップ 

エリート部門を適用する。ウェットスーツの着用可否は当日の天候にも配慮し、メディカル 

代表と審議委員の合議の上決定し、大会当日の各競技実施１時間前に公式掲示板において発 

表する。ウェットスーツは必ず持参すること。 

３）ウェットスーツの着用が禁止される場合は、常に一番外側にＪＴＵ競技規則第３３条（１）、（３）、

（４）ならびに国体ユニフォームルールに規定するユニフォームを着用して競技を行わなけれ 

ばならない。 ＜＊注２＞ 

４） 前項に掲げるユニフォームの他にウェア（セカンドウェア）を着用する場合は、前項に掲げ 

るユニフォームの下に着用するものとし、かつ、競技終了まで脱いではならない。＜ＪＴＵ 

競技規則第３６条２＞ 

５） 不正スタートなど、スイムの違反については、トランジションにて１５秒の競技停止を科す。 

 

[７]【スイムスタート方法】 

１）各競技者はスタートセレモニーの後、前回開催の東京国体の成績順にコールされる。 

  コールされた競技者より１から４７の数字で表される７０cm 間隔のスタートポジションを
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選択し、その後方の待機ラインで待つ。なお、前回大会で順位のない都道府県については競

技説明会時に抽選を行う。 

２）競技者全員が待機ラインに整列した時点で“オン・ユア・マーク”コールの後スターターに 

よるエアホーンのスタート合図でダイブスタートする。 

 

[８]【スイム変更時の対応】 

１）スイム実施可能な場合 

  競技環境の状況に応じて、距離の短縮・周回数変更を行う。 

２）スイム実施不可能な場合 

  第一ラン５㎞、バイク４０㎞、第二ラン１０㎞のデュアスロン競技に変更する。第一ラン 

  はランコース２.５㎞を２周回とし、スタートラインはランコースの起点となる地点に設定 

  する。第二ランはランコース２.５㎞を４周回とする。 

 

[９]【バイク】 

１）コースは１周１０㎞を右回りに４周回する（総距離４０㎞）。なお、一部対面走行となる区 

間は「追い越し禁止」とする。ただし、周回遅れの競技者を追い越す場合は除く。 

２）バイクはドラフティング可とする。バイク及びハンドルバーなどは、JTU 競技規則の規定に 

  従うこと。 ＜注３＞ 

３）ホイールストップ（WS）は２ヵ所（WS-１：折り返しポイント付近、WS-2：バイクコース 4.7

ｋｍ、14.7ｋｍ、24.7ｋｍ、34.7ｋｍ）に設置し、オフィシャルメカニックが常駐する。 

ａ）WS-1 での個人ホイール配置を希望する競技者は各自用意し、レースナンバー、競技者名 

を明記の上レース前に WS-1 へ預託し、レース中使用しなかった競技者ホイールは競技終了 

後、WS-1 にて預託した競技者へ返却する。 

ｂ）WS-2 は、オフィシャルホイールのみを設置する。 

４） 周回遅れになった場合でも競技を継続することができる。 

この場合、追い越した競技者に影響を与えないように注意しながら競技を続けなければなら

ない。周回遅れとなった場合、先行周回競技者へのドラフティング走行は禁止する。 ＜注

５＞ 

５）乗車方法は、乗車ラインを越えた地面に片足が付いた後に乗車することができる。降車方法 

は、降車ラインの手前で片足が地面に付いていなければならない。 

６）バイクのラップ表示は、先頭選手に対して残りの周回数を表示すると共に最終回では、鐘を 

  鳴らす。 

７）ＴＴ（エアロ）ヘルメットは使用を禁止する。 

８）バイクにおける違反については、ペナルティボックスで１５秒の競技停止を科す。 

 

[１０]【ラン】 

１）ランは１周２.５㎞のコースを右回りに４周回する。 

２）ランではキープレフト（左側走行）を基本とする。 

３）周回コースから総合フィニッシュへの分岐点では競技者個々に対しての誘導は行わない。 

  各自で周回数を数え、間違えのないよう注意すること。 

４）総合フィニッシュでは、サングラス及び帽子をとって通過することを推奨する。 

５）ランのラップ表示は、先頭選手に対して残りの周回数を表示すると共に最終回では、鐘を鳴 

  らす。 

 

[１１]【エイドステーション】 

１）エイドステーションでは、減速して、安全かつ確実に受け取ること。 

２）ペットボトル等は回収箱に捨てるようにし、周辺に投げ捨てないこと。 

３）エイドステーションは、スイムフィニッシュ地点、ランコース（２ヵ所）、フィニッシュ地

点の４ヵ所に設置する。 
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[１２]【ペナルティ】 

１）ペナルティはタイムペナルティとし、１つの違反について１５秒の競技停止を基本とする。 

  ＜注７＞ 

２）ストップ＆ゴーでは、審判員の指示に従いその場で競技を停止、１５秒経過後「ゴー」の合 

図で競技を再開する。 

３）ペナルティボックスでは、違反者のレースナンバーが貼り出されるとともに、レースオフィ 

シャル（審判員）の指示に従い、ボックス内で競技を停止、１５秒経過後「ゴー」の合図で 

競技を再開する。 

４）ペナルティボックスは、ラン折り返し（フィニッシュ側）地点の付近に設けられる。 

 

[１３]【その他】 

１）応援活動は、ＪＴＵ競技規則第２０条の規定に従って行うこと。応援用の旗・のぼり・ボー 

  ド等は、他の競技者及び観戦者の邪魔にならない範囲で行うこと。また、鳴り物等は、スタ 

  ート合図、放送等競技運営の邪魔にならない範囲で使用すること。 

２）コーチＩＤ 

  都道府県に対しコーチＩＤを男女各２枚発行する。アスリートラウンジの入場にのみ有効と

する。 

  ただし、トランジションエリア、フィニッシュエリアには入ることはできない。 

３）公式行事（競技説明会、スタートセレモニー、表彰式、公式スイムトレーニング、スタート 

前のアップ時）に参加する際は、各都道府県の公式選手団ユニフォームを着用する。 

  なお、大会期間中は、競技ウェア同様、所属する会社・クラブ学校名・スポンサー名などが 

表記されたウェアでの参加を禁止する。 

４）ドーピングを行ってはならない。 ＜注６＞ 

 

 

 

 

 

 

 


